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3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足して
いると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者と
のつながりが拡がったり深まり、事業所の理解者や応
援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の
人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

基本情報リンク先URL
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2018_02

2_kihon=true&JigyosyoCd=0170503791-00&PrefCd=01&VersionCd=022

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価機関名 特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

　事業所は、閑静な住宅街にある２階建て２ユニットのホームで、周囲には梅林公園やショッピン
グセンター、小中学校があり、バス停も近く自然環境や住環境に恵まれている。　利用者は町内
会のお祭りや町内清掃に参加し、地域の一員として地域の人との交流を深めている。　毎日の楽
しみとなっている食事は、持てる力を発揮して下準備や盛り付けなどを手伝い、旬の食材を取り
入れ、好みを反映した手作りの食事を、職員とともに会話を楽しみながら摂っている。　入浴は、
曜日や時間を決めず希望する時に入浴し、消灯時間も決められておらず、自宅で過ごすように自
分の生活リズムを大事にされている。　希望に沿って近隣の公園や近所の散歩、買い物に出掛
け、外出行事には家族の参加があり、家族との絆を深めている。　医療面では、協力医の月２回
の訪問診療と週１回の訪問看護を受け、２４時間の連携体制のもと看取り体制も整い、終の棲家
としても本人・家族の安心に繋がっている。　利用者の笑顔あふれる生活を支える職員は、管理
者とともに日々研修会や勉強会で研鑽をつみ、介護技術や知識の習得、感性に磨きをかけ、クレ
ドを胸に、日々理念の実践にむけ、一人ひとりの心に寄り添ったケアを続けている。

所在地 札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401

訪問調査日 平成31年2月28日

グループホーム　みちの木平岡（1Ｆ）

所在地 札幌市清田区平岡5条4丁目9－27

自己評価作成日 平成31年1月10日 評価結果市町村受理日 平成31年3月19日

　（別紙４-１） NPO法人　福祉サービス評価機構Kネット

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0170503791 「ケアスタッフクレド」（会社の理念・行動指針）に会社全体で取り組み、ラインナップ（読み合わせや意見交換）を行
い、理念の共有を深めています。その方らしい暮らしと心からの笑顔を大切に、お一人おひとりの心に寄り添いご
家族様や医療機関ときめ細かい情報を共有しながら連携を図っています。
「スタッフの心からの笑顔の先にご利用者様の笑顔がある」とスタッフが自ら楽しんで取組む事で心からの笑顔を引
き出せるよう努めています。
ご入居者様と一緒に季節の行事、飾り付けや外出行事等を行う事で、四季を感じられる暮らしを実践し、行事や外
出は、ご家族様と共に楽しめる機会を作り、特にお一人おひとりのお誕生会は、好物を取り入れた手作りのごちそう
でご家族も一緒にお祝いしています。毎日の食事は、栄養面に加え、旬の食材や彩り、味付け、器や盛り付け等、
ご入居者様が五感で楽しみ、喜びにつながっています。
地域交流を大切にし、中学校の職場体験学習の受け入れを毎年行っており交流の機会を通して福祉の心を育む取
組みを支援しています。
運営推進会議は「森の会」と名付け、地域の方の参加が増え、グループホームや認知症の理解を深めて頂く機会と
なっています。
ワーク・ライフ・バランスpＩｕｓ企業であり、女性の活躍を実現するためにライフサイクルに合わせた働き方への取組
みを行い、声にならない声にこたえるために感性を高める為の研修や取組みも行っています。

法人名 株式会社　ケアスタッフ

事業所名



NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

ご本人やご家族の状況により、ご家族に代わって通
院や外出の介助を行っている。ご家族と共に過ごす
時間を大切にしており、希望時は食事を提供してい
る。その他にも希望があれば柔軟に対応できるよう
工夫している。

個人記録には、時系列でご本人の言葉、表情、活動
の様子など、いつもと違うこと、気付いたことを記録し
て共有し、ご本人の意向やできる事、できそうな事の
把握をしている。

日頃からご本人の意向の把握に努め、スタッフが提
出したモニタリング用紙を元に、担当者が課題を抽
出している。それを元にご家族・主治医等と話し合い
ながら原案を作成し、ミーティングで意見交換をして
方向性を決めている。

入居前の聞き取りやセンター方式のシートを利用し
アセスメントや、日々の会話の中から生活歴や馴染
みの暮らし方等を把握し、不明な点はご家族・ケア
マネにも確認している。

退居後も年賀状や行事のご案内を送り、関係を断ち
切らないようにしている。退居されたご家族様から毎
年山菜が届いたり、行事に参加してくれるご家族も
おり、その際には近況などをさりげなく伺い、必要に
応じて相談や支援に努めている。



次のステップに向けて期待したい内容

起床時や入浴時は、洋服を一緒に選んで楽しんで
いる。外出や来客時はお化粧の声掛けをしている。
手足の爪や顔の産毛、耳垢等は、入浴の際にきれ
いにするよう心掛けている。

言葉にされなくても、表情や態度・行動などから思い
や希望を汲み取れるよう、長年馴染んだ習慣や、好
みなどの把握をしている。情報を共有し、出来るだけ
希望に添えるようにし、自己決定に繋げている。

お一人おひとりのペースに合わせて暮らせるよう、
決まり事はなるべく作らず、その日の天気、気分や
体調に合わせて支援している。毎朝の申し送りで、
気付きや希望を共有し、その日の流れに組み込むよ
う工夫している。

「救急の日」を設け、災害対策を学び、災害対策マ
ニュアルを設置し、年数回の避難訓練で夜間の火災
に備えている。また自動火災報知機・通報装置があ
り、自動連絡網には、近隣住民、消防団長にも入っ
て頂いている。災害時の避難場所、水や食料の備蓄
は森の会等で報告している。

生活歴・病歴・習慣に配慮しながら、人生の先輩とし
て尊敬し、ご本人の意向を尊重しながら、人と人とし
ての関わりを大切にして声掛けをしている。プライバ
シーに関わる声掛けは、周囲への配慮をしている。

入居時に本人、ご家族の意向を聞き同意書で確認し
ている。入居後もご本人の言葉から意向を汲み取
り、ご家族へ伝えている。往診医とこまめに体調の
変化を共有し、状況の変化によって都度、ご本人・ご
家族と話し合いながら方向性を決めている。

週１回の訪問看護では、日々の様子や体調変化を
詳細に報告し、相談している。必要であればすぐに
往診医につなげていただく事で、症状の早期発見・
対応ができている。他の医療機関の情報も共有して
いる。

往診医からの紹介状により、入院治療がスムーズに
できている。また、独自の介護添書を作成し、日常の
様子や生活リズム、認知症状、性格的傾向等を伝
え、治療がスムーズにできるよう配慮している。２週
間を目安に、直接病院と連絡を取り、情報交換をし
ながら早期退院を目指している。



次のステップに向けて期待したい内容

服薬内容は服薬ファイルで共有し、飲み間違いのないよう
確認をしながら服用して頂いている。また、飲みこぼしの無
い様、錠剤を器に入れて提供している。薬の変更時や体調
変化の際は、副作用を念頭におき、症状の変化に気を付け
て様子観察し、往診医と連携している。

お一人おひとりの趣味や好みをアセスメントして共有
し、今できる力を発揮して楽しんで取り組めるようレ
クリエーションなども工夫している。家事は、職員も
一緒に行うことで、気分転換になるよう配慮してい
る。

お一人おひとりの希望やタイミングに合わせ、週２回
程度入浴している。外出等の予定との調整も行って
いる。温度、入る時間、入浴方法等、ご本人の習慣
に合わせながら、さりげない配慮をしている。自立の
方にも背中を流す等関わりを持ち、危険回避に注意
しながら、今できている事を把握し、継続できるよう
努めている。

消灯時間は決まっておらず、お一人おひとりの生活
リズムに合わせてくつろいで頂いている。日中も、体
操やレクリエーション、家事等の活動を促しながら、
ソファや自室で自由に過ごして頂き、体調に合わせ
て休息ができるように配慮している。

トイレでの排泄が一番と考え、排泄リズムやタイミン
グに合わせ、トイレの声掛けを行っている。自立の方
の布下着の交換は必要に応じて支援している。トイ
レ誘導の方法やパット類の使用、夜間のみリハビリ
パンツ使用などが適切かどうか、ミーティング等で情
報を共有をしながら検討している。

朝の牛乳や、野菜多めの食事、水分摂取の促し、体
操などを日常的に行っている。個人の排泄パターン
を把握し、往診医や訪問看護師へ相談しながら下剤
は慎重に使用し、腹部マッサージ等でお手伝いしな
がら排便を促している。

一汁三菜を基本に、多くの食材を使って調理し、お
一人おひとりの適量や咀嚼・嚥下の力に合わせた盛
り付け・形状・器で提供している。また、好みのおや
つや飲み物も用意している。一日の水分摂取量が不
足しないよう、随時、飲み物の提供をして対応してい
る。

必要に応じ、歯磨き・うがいを促し、気になることは口
腔訪問歯科で相談し、受診につなげている。義歯の
付け外しの習慣がない方も多く、信頼関係を築きな
がら、清潔保持を進めている。夜間、義歯洗浄の対
応も行っている。

直接食材に触れ、野菜の下準備や盛付け、下膳等
１人では難しくても出来ること、出来そうなことを一緒
に促しながら行うことで達成感に繋がる支援をしてい
る。食事中は会話を楽しみながら食卓を囲んでい
る。



次のステップに向けて期待したい内容

トイレなどの表示は入居者様の目線に合わせてい
る。廊下には手すりがあり、手すりのない所には椅
子等を配置し、また環境の整備をして危険な物がな
いよう努め、動線を確保している。できる事・わかる
事等をミーティング等で共有し、自立支援を意識して
関わっている。

ソファや食卓の配置は、ご入居者様同士の関係性を
配慮しながら臨機応変に変更している。ベランダ前
にソファを配置し、１人、または２人で過ごせる空間
を作っている。

これまで暮らしていた部屋の配置を参考に、使い慣
れた家具や道具を持ち込んで頂きながら、居室内を
整えている。ご家族の写真やご自分の作品等、馴染
みの物を飾り、過ごしやすい空間作りに配慮してい
る。動線を確保し危険の少ない家具配置を検討して
いる。

ご家族や友人等、電話や来訪は事前に教えて頂き、
可能であれば連絡先を控え、個人情報に配慮しなが
ら対応している。希望時は電話や手紙のやり取りの
支援をしている。年賀状も出来るだけ継続できるよ
う、ご家族にもご協力をお願いしている。

リビングは二面採光で明るい雰囲気にしている。季
節や行事に合わせて入居者様と作った飾りや、写真
などの掲示物をを見たり、食卓とは別にソファーを設
置し、気の合うご入居者様同士、会話を楽しんだりし
ている。ご入居者様の目線で明るさや音量・室温等
に配慮し、過ごしやすい環境作りをしている。毎日の
清掃に加え、特にトイレは常に清潔を保てるよう努め
ている。

希望に沿ってホーム内の庭、近隣の公園や近所へ
の散歩に行けるよう配慮している。遠距離や頻繁な
場合には、ご家族へ相談し協力を得ている。全員で
の外食や行事、庭でのランチやお花見等、時にはご
家族にも参加していただける外出レクを企画してい
る。庭や畑の手入れや収穫などで、日常的に戸外へ
出られるよう支援している。

希望があれば、ご自分で管理して頂いている。ご自
分の買い物で外出した際は、ご自分で支払いをして
頂くよう促している。


